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皆さんこんにちは。経営企画本部を担当しております荒井でございます。
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それでは私から、2023年度上期決算につきまして、対前年でご説明をいたしま
す。

売上高、営業損益、経常損益、純損益ともに、上期としては過去最高を達成できま
した。売上高につきましては、446億増の4917億、為替の影響を除きますと、実
質395億円の増になります。

営業損益は83億増の350億、営業利益率で7.1%。この利益率も上期では過去
最高になります。経常損益は57億増の346億、営業外損益でマイナスの25億、
内訳としては金融収支において配当の減等でマイナスの6億、その他ではマレー
シアの事業転換費用、媒体事業から半導体事業に転換する費用の増加がありまし
た。トータルとしてマイナス25億の減ということで営業外損益を計上しておりま
す。

経常損益が57億増の346億、特別損益が9億の減、絶対額で49億です。投資有
価証券売却損益として政策保有株式の売却益等で48億計上していますが昨年
に比べ16億減少しています。その他としてはプラス7億、トータルすると9億のマ
イナスになります。当期純損益については41億増の243億でした。
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営業損益は前年の267億に対して350億になりましたが、主要因は物量・生産増
です。半導体の電装分野、施設・電源システム、ファクトリーオートメーションといっ
たところが寄与しています。

一方、器具分野は計画比、前年比ともにマイナスで市場環境が非常に厳しくなっ
ています。固定費は人件費、減価償却費を含めた資本費の増に加え、経済の回復
に伴う旅費や交際費などの管理可能経費の増、外注委託費の増などにより109
億増加しています。

為替でプラス10億、その他として、原材料価格、動力費の高騰を、半導体、ファク
トリーオートメーション、自販機の事業を中心とした販売価格のアップでカバーし
45億のプラスとなりました。
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第2四半期累計のセグメント別の業績について説明をいたします。

パワエレエネルギー、インダストリー、半導体、食品流通で増収、残念ながら発電プ
ラントは前年に大口の案件があった関係で減収でした。営業利益は、エネルギー
が器具分野の悪化により減益ですが、その他の部門は増益となりました。
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セグメントごとに詳しくご説明いたします。

パワエレ エネルギーは、売上高が72億増、営業損益がマイナスの9億でした。プ
ラス要因としては施設・電源システムで、シンガポールにある電機盤の子会社が大
幅に増収増益、データセンターおよび半導体メーカー向けに案件が増加していま
す。一方、マイナス要因としては先ほど申し上げました器具分野で大幅に減収減益
。国内外、特に海外で半導体製造装置メーカーや機械セットメーカー向けの需要
が減少しております。

パワエレ インダストリーは、売上高で211億増、営業損益で39億の増でした。特
にオートメーションが増収増益となっており、ファクトリーオートメーションのコン
ポーネントを中心に生産増が寄与しています。社会ソリューションでは放射線機器
、設備工事では空調設備の大口案件の獲得、ITソリューションでは公共・文教分野
の大口案件の獲得により、4部門全てで増収増益でした。
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半導体事業は産業分野が55億の減収、電装分野で171億の増収ということで、
トータルでは売上高で115億、営業損益で18億の増になります。産業分野は、フ
ァクトリーオートメーション向けやエアコン向けで減収。電装分野は電動車向けが
非常に好調で前年に比べて大幅な増収増益でした。パワー半導体には積極的に投
資をしており、資本費は増加しています。また、原材料価格も高騰していますが、
これらを打ち返して増収増益となっています。

発電プラントは23億の減収、6億の増益でした。前年に地熱で海外の大口案件が
あった影響で減収でしたが、損益面では案件差や原価低減などにより6億の増益
となりました。

食品流通は、84億の増収、22億の増益ということで、自販機、店舗流通ともに増
収増益でした。自販機部門は飲料メーカーの需要増により増収増益。店舗流通部
門もコンビニエンスストア向けの改装案件やカウンター商材の売上増などにより
増収増益でした。

8



国内外の売上高の増減です。トータルで446億増ですが、海外で131億増、国内
で315億増ということになります。海外の131億の増ですが、やはり中国が非常
に苦戦をしており49億の減収。器具、オートメーション、半導体で軒並み前年割れ
となっております。一方、アジアは120億の増、施設・電源システム、半導体などで
プラスになっています。欧州も52億の増、半導体を主体に増えています。やはり
海外でも器具分野はマイナスとなっています。
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上期の主要コンポーネントの受注高推移です。

全体の受注高は前年同期比175億減の5480億ということで、プラント系は非常
に好調に推移しましたが、コンポーネント系は278億減でした。半導体の電装分
野は32%増でしたが、産業分野、器具分野、ファクトリーオートメーション分野で
マイナス。ファクトリーオートメーションは前年に先行受注があったことも影響して
おります。資料右側に22年度から23年度の推移を載せておりますが、2023年
度の2Q対1Qは、半導体の電装は19%のプラスですが、半導体の産業、ファクト
リーオートメーション、器具はマイナスとなっています。
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上期の売上高の比較です。前年の受注が堅調だったこともあり、プラントシステム
、コンポーネントともに増収、全体で446億増の4917億、主要コンポーネントで
は109億増の2086億でした。半導体の電装につきましては41%増、ファクトリ
ーオートメーションについても前年からの注残の消化により10%の増となりまし
た。前Ｑ比でも電装とファクトリーオートメーションはそれぞれ27%、22%の増
となっています。一方、半導体の産業と器具は、前年比、前Ｑ比ともにマイナスで
した。
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7月に発表した上期の予想と上期実績の比較です。

売上高で177億増、営業損益で50億増、経常損益で71億増、純損益でも48億
増といずれもプラスとなりました。セグメント別に見ても、営業損益については全
セグメントで増益、売上高は器具事業の影響でエネルギーだけ減収ですがその他
は増収でした。
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前期末と上期末とのバランスシートの比較です。

売上債権は順調に回収が進み362億の減少、棚卸資産はプラント系を主体に
361億増、有形固定資産は半導体を主体に86億の増。投資その他の資産は政策
保有株式の減などにより75億の減となりました。2018年度末に100数社あっ
た政策保有株式は2023年度末には1桁台、数社にまで絞り込む計画です。総資
産は86億減の1兆1729億、現金を246億減らし、有利子負債を263億減らし
ました。利益剰余金も増え、純資産は237億の増です。ネット有利子負債が17億
減の974億、ネットＤＥレシオは0.2倍、自己資本比率が46.1％となりました。
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キャッシュフローの比較です。

営業活動によるキャッシュフローは内部留保で490億プラスですが、運転資金の
増等で142億マイナスで348億の増。投資活動によるキャッシュフローは半導体
の設備投資を主因として216億のマイナスで、上期のフリーキャッシュフローは
132億でした。
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7月に開示した通期の連結業績予想と今回の業績予想の比較です。

基本的に売上高、営業損益、経常損益、当期損益いずれも変えず、1兆600億の売
上高、960億の営業損益、経常損益で945億、当期純損益が645億と据え置い
ています。為替は変更しています。

セグメントの内訳は、事業部門によってプラスマイナスがあり、エネルギー部門に
ついては、器具分野を主因として売上でマイナスの50億、営業損益で22億のマ
イナスを織り込んでおります。インダストリー分野は、若干のオートメーションのマ
イナス、半導体売上は産業分野のマイナスを織り込んでいます。食品流通は自販機
、店舗流通ともにプラスで増収増益という内容です。
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中間配当です。

前年同期の中間配当で比較すると5円増の60円になります。期末配当も前年同
期を上回る配当としたい。安定的に継続的に増配していきたいと考えております
。

上期決算は、前回の業績予想を上回りましたが、中国経済の低迷が継続している
ことに加え、ウクライナ危機の長期化、新たに下期から始まった中東情勢の不安定
化ということで世界情勢の不透明感が高まっています。本日の株式市場、為替市
場を見ましても、不透明感が増してきているように思います。

そういったことを踏まえ、全社の業績予想は変更せず、セグメントの内訳で器具を
主体としたコンポーネントの業績を保守的にまとめたという内容です。

今回の業績予想を下限として、社内の実行計画では売上高も損益も目標を高く設
定しています。私見になりますが、営業損益は今回の業績予想を下限として大台
を目指し上積みを図っていきたいと考えています。

為替レートが今の水準で継続すれば、営業利益で20億程度上振れ、経費において
も上期の状況を踏まえると、おそらく下期も2桁億円は削減可能だと考えていま
す。

私からの説明は以上です。
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